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栃
木
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

　
市
で
は
、
平
成
25
年
度
～
34

年
度
の
総
合
計
画
と
し
て
「
来

て
・
観
て
・
住
ん
で 

あ
っ
た

か
〝
と
ち
ぎ
〟」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
と
し
た
基
本
構
想
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
の
中
に
は
、

部
門
ご
と
の
現
状
と
課
題
・
施

策
の
方
向
性
を
取
り
ま
と
め
た

５
年
間
の
基
本
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
前
期
の
基
本
計
画
が
今

年
度
に
終
了
す
る
た
め
、現
在
、

来
年
度
か
ら
の
「
後
期
基
本
計

画
」
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
び
素
案
を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

意
見
等
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

８
月
10
日
（
木
）

～
９
月
８
日
（
金
）

閲
覧
場
所

市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
舎

４
階
）、
各
総
合
支
所
地
域
づ
く

り
推
進
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

対
象
者

・
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

・
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、
法
人
等

・
市
税
の
納
税
義
務
者

・
本
市
施
策
に
利
害
関
係
を
有

す
る
方

提
出
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
提
出
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提

出
。

直
接
提
出　
総
合
政
策
課
（
本

庁
舎
３
階
）
ま
た
は
各
総
合
支

所
地
域
づ
く
り
推
進
課

郵
送　

〒
３
２
８-

８
６
８
６

（
住
所
不
要
）　
栃
木
市
総
合
政

策
課　
あ
て

FAX 

（21）
２
６
７
１

✉kikaku01@city.tochigi.lg.jp

そ
の
他　
提
出
さ
れ
た
意
見
は

後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
（
住
所
・
氏
名
等
は
非

公
表
）。

　
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は

し
ま
せ
ん
。

問 

総
合
政
策
課
☎

（21）
２
３
０
４

健
康
都
市
宣
言（
案
）パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
心

豊
か
に
生
き
生
き
と
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
各
種
健
康
づ
く

り
の
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　
こ
の
た
び
、
健
康
づ
く
り
の

基
本
的
な
考
え
を
わ
か
り
や
す

く
示
す
「
健
康
都
市
宣
言
」
の

素
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

・
市
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

・
市
内
に
事
業
所
等
を
有
す
る

個
人
、法
人
等

募
集
期
間　

８
月
18
日
（
金
）

ま
で
（
必
着
）

閲
覧
場
所　
健
康
増
進
課
（
栃

木
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
、

本
庁
舎
２
階
）、
市
政
情
報
セ

ン
タ
ー
（
本
庁
舎
４
階
）、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法　
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
書
書
式
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
提
出

直
接
提
出　
健
康
増
進
課
、
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課
（
平
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分
）

郵
送　
〒
３ 

２
８-

０
０
２
７  

 

栃
木
市
今
泉
町
２-

１-

40

 

栃
木
市
健
康
増
進
課 

あ
て

FAX 

（25）
３
５
１
３

✉kenkou04@city.tochigi.lg.jp
そ
の
他　
提
出
さ
れ
た
意
見
は

後
日
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
ま
す
（
住
所
・
氏
名
等
は
非

公
表
）。

　
意
見
に
対
す
る
個
別
回
答
は

し
ま
せ
ん
。

問 

健
康
増
進
課
☎

（25）
３
５
１
２

広
島
平
和
記
念
式
典

中
学
生
派
遣
団
活
動
報
告
会

　
市
立
中
学
校
２
年
生
28
人
で

構
成
さ
れ
る
広
島
平
和
記
念
式

典
中
学
生
派
遣
団
が
広
島
市
を

訪
れ
、
戦
争
や
広
島
へ
の
原
子

爆
弾
の
投
下
に
つ
い
て
学
ん
で

き
ま
す
。
中
学
生
が
派
遣
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
や
感
じ
た
こ

と
を
、
報
告
会
で
発
表
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　
８
月
25
日
（
金
）
18
時

～
19
時

場
所 

市
役
所
本
庁
舎
３
階
正
庁

 

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
３

栃
木
市
は

   

非
核
平
和
宣
言
都
市
で
す

　
72
年
前
の
８
月
15
日
、広
島
、

長
崎
へ
の
原
爆
投
下
な
ど
に
よ

る
多
く
の
犠
牲
の
も
と
、
日
本

は
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
悲
劇
を
二
度
と
繰
り
返

す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
栃
木

市
で
は
、
平
成
24
年
３
月
１
日

に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を

行
い
、
各
種
啓
発
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

終
戦
の
日
を
間
近
に
控
え
、

核
兵
器
の
お
そ
ろ
し
さ
や
命
の

貴
さ
、そ
し
て
平
和
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

問　
総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
２

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

設
置
場
所
は
？

　

寝
室
と
寝
室

の
あ
る
階
の
階

段
部
分
に
「
煙

感
知
器
」
を

設
置
し
ま
し
ょ

う
（
図
参
照
）。

ま
た
、
栃
木
市

で
は
設
置
義
務

は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
台
所
に
も

「
熱
感
知
器
」
を
設
置
し
て
、

非
常
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

購
入
先
は
？　

ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
家
電
量
販
店
な
ど
で
購

入
で
き
ま
す
。
※
消
防
職
員
が

訪
問
し
て
販
売
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

定
期
的
に
作
動
確
認 

　
春
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時

期
な
ど
に
、

確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。
警

報
器
の
点
検

ボ
タ
ン
を
押

す
か
点
検
ひ

も
を
引
く
な
ど
の
方
法
で
確
認

で
き
ま
す
。

交
換
時
期
は
？　

　

設
置
後
10
年
で
す
。
本
体

内
部
が
劣

化
し
て
い

る
こ
と
も

あ
る
た
め
、

電
池
だ
け

で
な
く
、

本
体
ご
と
交
換
す
る
こ
と
を
推

奨
し
ま
す
。

問 

消
防
本
部
予
防
課

　
☎

（22）
０
０
７
２

第
２
回
栃
木
市
高
校
生
議
会

　
次
世
代
を
担
う
高
校
生
に
よ

る
模
擬
市
議
会
を
開
催
し
ま

す
。
高
校
生
の
質
問
・
提
案
に

対
し
、
市
議
会
同
様
に
市
長
の

ほ
か
執
行
部
が
答
弁
し
ま
す
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
、
ど
な

た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

　
高
校
生
な
ら
で
は
の
柔
軟
で

夢
の
あ
る
提
案
等
を
行
う
、
い

つ
も
と
は
一
味
違
う
新
鮮
な
議

会
風
景
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

日
時　
８
月
４
日（
金
）14
時
～

場
所　
市
議
会
議
場
（
市
役
所

本
庁
舎
４
階
）

問 

総
務
課　
☎

（21）
２
３
４
６

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

　
こ
の
機
会
に
道
路
と
ふ
れ
あ

い
、
道
路
の
役
割
や
重
要
性
を

改
め
て
認
識
す
る
こ
と
で
、
道

路
を
広
く
、
美
し
く
、
安
全
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
き
れ
い
で

住
み
よ
い
街
づ
く
り
の
た
め

に
、
道
路
や
側
溝
清
掃
な
ど
身

近
な
道
路
の
美
化
活
動
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

清
掃
に
必
要
な
用
具
は
貸
し
出

し
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

道
路
河
川
維
持
課 

☎
（21）
２
４
０
８

70
～
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
の

方
へ　

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
高
齢

受
給
者
証
の
有
効
期
限
は
７
月

31
日
（
月
）
で
す
。
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
は
７
月
下
旬
に
お

送
り
し
ま
す

※
３
割
負
担
の
方
（
課
税
所
得

１
４
５
万
円
以
上
の
方
と
そ
の

世
帯
の
方
）
で
も
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
２
割

負
担
（
昭
和
19
年
４
月
１
日
以

前
生
ま
れ
の
方
は
１
割
）
に
変

更
さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
方

は
、
収
入
額
を
確
認
で
き
る
書

類
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
、
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
、
印
か
ん
を
お
持
ち
の
う

え
、
７
月
31
日
（
月
）
ま
で
に

窓
口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
高
齢
者
単
身
世
帯
で
平
成
28

年
中
の
収
入
合
計
３
８
３
万
円

未
満
の
方

・
高
齢
者
複
数
世
帯
で
平
成
28

年
中
の
収
入
合
計
５
２
０
万
円

未
満
の
方

 

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
１

国
民
健
康
保
険
の
方
へ　

限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
更
新

　
入
院
等
で
医
療
費
が
多
く
か

か
る
際
は
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
取
得
し

て
病
院
等
の
窓
口
に
提
示
す
る

と
、
同
じ
診
療
月
で
、
１
医
療

機
関
の
窓
口
で
の
医
療
費
の
支

払
い
額
が
一
定
の
限
度
額
ま
で

と
な
っ
た
り
、
入
院
時
の
食
事

代
が
減
額
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証

等
は
、
７
月
31
日
（
月
）
で
有

効
期
限
が
切
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
新
し
い
認
定
証

等
の
申
請
手
続
き
は
、
８
月
１

日（
火
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

対
象

限
度
額
適
用
認
定
証

70
歳
未
満
で
国
民
健
康
保
険
税

に
未
納
が
な
い
世
帯
の
方

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証

国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な

く
、
か
つ
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方

申
請
に
必
要
な
も
の

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
／

印
か
ん
／
有
効
期
限
の
過
ぎ
た

限
度
額
適
用
認
定
証
や
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証 問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
１

国
民
年
金
の
種
別
と
手
続
き

国
民
年
金
の
種
別

日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
全
て
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
ま
す
。
年
金
の
加
入

者
の
種
別
は
次
の
三
種
類
で

す
。

第
一
号
被
保
険
者　

自
営
業

者
・
学
生
等

第
二
号
被
保
険
者　
厚
生
年
金

等
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等

第
三
号
被
保
険
者　
第
二
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

年
金
の
手
続
き

　
第
二
号
被
保
険
者
と
第
三
号

被
保
険
者
の
年
金
の
手
続
き

は
、
勤
め
先
の
事
業
主
が
行
い

ま
す
。

　
第
一
号
被
保
険
者
の
年
金
の

手
続
き
は
、
自
身
で
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
二
号
被
保
険
者
が

60
歳
未
満
で
退
職
し
た
と
き

は
、
第
一
号
被
保
険
者
に
な
る

た
め
の
手
続
き
を
市
役
所
ま
た

は
各
総
合
支
所
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
手
続
き
に
は
印
か
ん
、

資
格
喪
失
証
明
書
等
、
年
金
手

帳
が
必
要
で
す
。）

 　
第
三
号
被
保
険
者
が
60
歳
未

満
で
、
①
配
偶
者
の
退
職
、
②

本
人
の
パ
ー
ト
等
収
入
の
増

加
、
③
配
偶
者
の
死
亡
、
④
離

婚
、
な
ど
の
理
由
で
被
扶
養
配

偶
者
で
な
く
な
る
と
、
第
一
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。
市
役

所
又
は
各
総
合
支
所
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。（
手
続
き

に
は
印
か
ん
、
資
格
喪
失
証
明

書
等
、
年
金
手
帳
が
必
要
で

す
。）

問 

保
険
医
療
課
☎

（21）
２
１
３
４

岩舟総合支所

西方総合支所

都賀総合支所

藤岡総合支所

大平総合支所

本庁

〒329-4392
　岩舟町静5133-1
☎55-7751
FAX55-4910

〒322-0692
　西方町本城1
☎92-0300
FAX92-2611

〒328-0192
　都賀町家中5982-1
☎29-1100
FAX28-0169

〒323-1192
　藤岡町藤岡1022-5
☎62-0900
FAX62-4625

〒329-4492
　大平町富田558
☎43-9205
FAX43-8818

〒328-8686
　万町9-25
☎21-2316
FAX21-2673

休日にお困りの時は
本庁日直☎（22）3535

 

お
知
ら
せ 

栃木市非核平和都市宣言

わが国
くに

は、広
ひろしま

島・長
ながさき

崎に投
とう

下
か

された原
げんし

子爆
ばくだん

弾による世
せかい

界で唯
ゆいいつ

一の戦
せんそう

争
被
ひばく

爆国
こく

です。多
おお

くの犠
ぎせい

牲のもとに戦
せんそう

争の悲
ひさん

惨さ、平
へいわ

和の大
たい

切
せつ

さを学
まな

んだ
日
に

本
ほん

国
こく

民
みん

は、憲
けんぽう

法に恒
こうきゅう

久平
へいわ

和の理
りそう

想を掲
かか

げ、その実
じつげん

現に努
つと

めてきました。
しかし、世

せかい

界各
かくち

地に核
かくへいき

兵器が存
そんざい

在し、人
じんるい

類はその脅
きょうい

威にさらされ続
つづ

けています。さらに、わが国
くに

では東
ひがしにほん

日本大
だいしんさい

震災による原
げんしりょく

子力発
はつでんしょ

電所の
事
じ こ

故が発
はっせい

生し、再
ふたた

び放
ほう

射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

の被
ひがい

害と向
む

き合
あ

うことになりました。
栃
とちぎし

木市は、豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

に恵
めぐ

まれ、歴
れきし

史と伝
でんとう

統に育
はぐく

まれてきたまちです。
このまちを誇

ほこ

りに思
おも

う栃
とちぎ

木市
しみん

民は、核
かくへいき

兵器の脅
きょうい

威のない平
へいわ

和で安
あんしん

心して暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

の実
じつげん

現を求
もと

めて自
みずか

ら行
こうどう

動し、未
みらい

来を支
ささ

える子
こ

どもたちに戦
せんそう

争
の悲

ひさん

惨さ、平
へいわ

和の大
たい

切
せつ

さを伝
つた

えていくことを誓
ちか

います。
　　そして、核

かくへいき

兵器の廃
はいぜつ

絶と平
へいわ

和で安
あんしん

心して暮
く

らせる社
しゃ

会
かい

の実
じつげん

現を全
ぜんせかい

世界の
人
ひとびと

々に強
つよ

く訴
うった

え、ここに栃
とちぎし

木市が ｢ 非
ひかく

核平
へいわ

和都
と し

市 ｣ であることを宣
せんげん

言し
ます。　　

　　　平成２４年３月１日　　　　　　　　　　　　　　　栃木県栃木市


